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　最上川の水位が上昇した際に、町内を流れ
る石子沢川への逆流を防ぐため、昭和４５年

「古川水門」が整備されました。また、水門
の閉門により石子沢川の氾濫が想定される場
合は、隣接する「石子沢川排水機場」（昭和
６１年完成）で最上川に排水を行います。

撮影：佐東幸治（2020.９.３０）撮影：佐東幸治（2020.９.３０）

私たちの生命と財産を守る私たちの生命と財産を守る
古川水門古川水門

母なる川は時として暴れ川母なる川は時として暴れ川
ふるさと
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再発見
！
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令和２年度一般会計補正予算 �  ８・９
私は賛成、私は反対 �  １０
町政を問う　一般質問 �  １１～１７
意見書、請願と陳情（要望） �  １８・１９

石子沢川排水機場の排水ポンプ
７機のポンプを有し、最大毎秒８トンを排水。これ
は２５ｍプールの水を約３０秒で空にできる能力です。











渡辺　博文 議員（１２ページ）
▪‌�町民の健康維持について
▪‌�７月２７日～２８日の豪雨と今後の対策について

佐竹　英規 議員（１３ページ）
▪‌�内水被害に脅かされない町づくり
▪‌�ひまわり直行便等の広聴を重視せよ

夛田　慎二 議員（１４ページ）
▪‌�７月豪雨災害　どう対応したのか
▪‌�町公式ホームページを見やすく
▪‌�オンラインを活用したイベント開催は

佐東　幸治 議員（１５ページ）
▪‌�町民の生命・財産をどう守る
▪‌�明るい未来への行政改革

鎌上　　徹 議員（１６ページ）
▪‌�西部地区中山間地域を災害から守れ
▪‌�あの質問はどうなった？

村山　　隆 議員（１７ページ）
▪‌�豪雨災害　情報は正しく伝達されたか？

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

質問者（発言順）

一 般 質 問一 般 質 問
　一般質問とは、議員個人が町の事務・事業の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を
町長などに求め、町が町民のために適切な町政運営を進めているかを議員がチェックするものです。
　質問方法は、効率的な議会運営を目的に、質問する議員があらかじめ議長に質問の趣旨などを知
らせる「通告制」を採用し、議員はその内容に沿って質問します。中山町議会では、質問時間は答
弁と合わせて４０分以内としています。

６人の議員が一般質問
　９月定例会では、６人の議員が１２件の一般質問を行い、
将来の町政について活発な議論を展開しました。

その議案に私は賛成、私は反対その議案に私は賛成、私は反対
７月臨時会 採決状況 ○賛成　●反対　 欠席　 退席

議
案
番
号

議案名と主な内容
（件名は一部省略しています）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 議長
鎌
上　
徹

須
貝
勝
司

夛
田
慎
二

鈴
木
徹
雄

渡
辺
博
文

斎
藤
眞
一

村
山　
隆

佐
東
幸
治

佐
竹
英
規

堀
川
政
美

議第
３８号

令和２年度中山町一般会計補正予算（第５号）について
歳入歳出予算それぞれ７２８０万円増額し、歳入歳出予算総額を６５億９２６７万４０００円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

９月定例会 採決状況 ○賛成　●反対　 欠席　 退席

議
案
番
号

議案名と主な内容
（件名は一部省略しています）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 議長
鎌
上　
徹

須
貝
勝
司

夛
田
慎
二

鈴
木
徹
雄

渡
辺
博
文

斎
藤
眞
一

村
山　
隆

佐
東
幸
治

佐
竹
英
規

堀
川
政
美

議第
３９号

令和２年度中山町一般会計補正予算（第６号）についての専決処分の承認について
令和２年度中山町一般会計補正予算（第６号）については、急きょ施行を必要としたため、
地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分したので、同条第３項の規定により承認
を求めるため提案するものである

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

４０号

令和元年度中山町一般会計歳入歳出決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

令和元年度中山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
令和元年度中山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
令和元年度中山町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
令和元年度中山町農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定について
令和元年度中山町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

４１号 令和２年度中山町一般会計補正予算（第７号）について
歳入歳出予算それぞれ１億２３３０万３０００円増額し、歳入歳出予算総額を６８億８７２６万７０００円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

４２号 令和２年度中山町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について
歳入歳出予算それぞれ２３５４万５０００円増額し、歳入歳出予算総額を１２億３５５２万３０００円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

４３号 令和２年度中山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について
歳入歳出予算それぞれ１２５万２０００円増額し、歳入歳出予算総額を１億４５２７万３０００円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

４４号 令和２年度中山町介護保険特別会計補正予算（第１号）について
歳入歳出予算それぞれ２０６９万９０００円増額し、歳入歳出予算総額を１３億５４万６０００円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

４５号 令和２年度中山町農業集落排水特別会計補正予算（第１号）について
前年度繰越金の額の確定に伴い、歳入歳出それぞれ財源内訳を変更するもの（総額は変更なし） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

４６号 令和２年度中山町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について
歳入歳出予算それぞれ５１８万円増額し、歳入歳出予算総額を５億１８７９万９０００円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

４７号
中山町町税条例の一部を改正する条例の制定について
地方税の一部改正に伴い、新型コロナウイルス感染症緊急対策における税制上の措置等に
ついて、所要の改正を行うものである

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

４８号
令和２年７月豪雨の被災者に対する国民健康保険税の特例に関する条例の設定について
令和２年７月豪雨の被災者を、保険税を減免することにより救済することを目的として提
案するものである

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

４９号
中山町手数料条例の一部を改正する条例の制定について
行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部改正に
伴い、関係する条例の整備を図る必要があるため提案するものである

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

５０号
中山町立長崎地区放課後児童クラブ設置条例の一部を改正する条例の制定について
中山町立第３長崎地区放課後児童クラブの開所に伴い、長崎地区内の放課後児童クラブの
名称及び位置を明確化するため提案するものである

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

５１号
中山町教育委員会委員の任命について
中山町教育委員会委員今野裕恵氏は、令和２年９月３０日に任期が満了するが、引き続き同
人を中山町教育委員会委員に任命するため提案するものである

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

５２号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員の任期満了に伴い、引き続き西堀潤子氏を推薦するに当たり、人権擁護委員
法第６条第３項の規定により議会の意見を求めるため、提案するものである

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

５３号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確
保を求める意見書の提出について（⇒関連記事Ｐ１８） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

５４号
財産の取得について
地方自治法第９６条第１項第８号並びに議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分
に関する条例第３条の規定により提案するものである
中山町立小中学校教育用タブレット端末一式

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

５５号 あおば地区の水害対策に関する意見書の提出について（⇒関連記事Ｐ１９） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊
※注：議長は採決に加わりません。
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会
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月
定
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会
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一般質問

渡
わた

辺
なべ

 博
ひろ

文
ふみ

 議員

一般質問

佐
さ

竹
たけ

 英
ひで

規
き

 議員

内水被害に脅かされない内水被害に脅かされない
� 町づくり� 町づくり

７
月
７
月
２７２７
日
～
日
～
２８２８
日
の
日
の

豪
雨
と
今
後
の
対
策
に

豪
雨
と
今
後
の
対
策
に

つ
い
て

つ
い
て

ひ
ま
わ
り
直
行
便
等
の
広
聴
を

ひ
ま
わ
り
直
行
便
等
の
広
聴
を

重
視
せ
よ

重
視
せ
よ

問　
町
の
将
来
に
お
け
る

水
害
対
策
に
つ
い
て
、
専

門
家
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
今
回
の
水
害
を
徹
底
検

証
・
調
査
し
、
国
や
県
と

協
議
し
て
、
石
子
沢
川
の

上
部
、
あ
る
い
は
適
正
地

に
、
ダ
ム
ま
た
は
貯
水
池

を
建
設
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
平
成
１７
年
度
に
中

山
町
・
山
形
県
・
国
の
連

携
の
も
と
、
土
地
利
用
計

画
と
の
調
整
も
含
め
た

「
石
子
沢
川
流
域
に
お
け

る
総
合
的
な
治
水
対
策
検

討
会
」
が
設
立
さ
れ
、
平

成
１８
年
に
検
討
結
果
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
た
。
今
回

の
豪
雨
は
、
こ
れ
ま
で
の

問　
来
年
度
、
山
形
大
学

医
学
部
附
属
病
院
に
お
い

て
重
粒
子
線
治
療
が
開
始

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

「
が
ん
検
診
は
も
う
受
け

な
く
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
」
と
考
え
る
方
が
い

る
こ
と
を
知
り
、
衝
撃
を

受
け
た
。
改
め
て
町
民
の

健
康
維
持
に
つ
い
て
質
問

し
た
い
。

　
町
で
実
施
し
て
い
る
健

康
診
断
の
受
診
率
と
受
診

者
数
、
ま
た
、
ヘ
リ
コ
バ

ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の

受
診
者
数
は
。

町
長　
大
腸
が
ん
検
査
の

受
診
率
は
約
５０
％
で
、
潜

血
陽
性
は
１
１
０
人
。
そ

の
う
ち
精
密
検
査
を
受
け

防
団
員
の
多
く
が
町
外
に

い
て
人
員
が
足
り
な
か
っ

た
。
⑤
避
難
所
の
受
け
入

れ
態
勢
の
事
前
準
備
や
訓

練
が
不
足
し
て
い
た
こ
と

と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
密

が
回
避
で
き
な
か
っ
た
こ

と
。
以
上
が
大
き
な
点
と

考
え
て
い
る
。
今
後
各
地

区
や
、
実
際
に
行
動
し
た

職
員
な
ど
か
ら
、
課
題
を

聞
く
な
ど
し
て
改
善
を
図

り
、今
後
に
備
え
て
い
く
。

問　
夜
通
し
降
り
続
い
た

雨
で
、
豊
田
小
学
校
裏
山

は
土
砂
崩
れ
の
危
険
性
が

あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
た
の
か
。

教
育
長　

午
後
０
時
３０
分

頃
、
金
沢
地
区
で
通
学
路

な
ど
が
冠
水
し
て
い
る
と

の
情
報
が
入
り
、
児
童
の

徒
歩
に
よ
る
下
校
は
困
難

と
判
断
し
た
。
保
護
者
へ

の
引
き
渡
し
に
よ
る
下
校

を
行
う
こ
と
と
し
、
午
後

０
時
５０
分
、
保
護
者
に
そ

の
旨
の
一
斉
メ
ー
ル
を
配

信
し
た
。
午
後
１
時
頃
か

ら
引
き
渡
し
を
開
始
し
、

問　
広
聴
制
度
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
町
民
一
人
ひ
と
り

が
、
ま
ち
づ
く
り
を
「
自

分
ご
と
」
と
捉
え
、
ま
ち

づ
く
り
へ
の
住
民
参
加
に

つ
な
が
る
こ
と
、
新
た
な

政
策
立
案
の
参
考
に
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　
ど
う
い
う
手
順
で
、

ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
目

安
に
回
答
し
て
い
る
の
か
。

町
長　
「
ひ
ま
わ
り
直
行

便
」
は
、
総
務
広
報
課
が

そ
の
日
の
う
ち
に
取
り
ま

と
め
、
私
お
よ
び
担
当
課

へ
回
覧
し
、
２
週
間
を
目

途
に
回
答
し
て
い
る
。
ハ

ガ
キ
で
ご
意
見
等
を
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
方
へ
は
文

書
で
、
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
方
へ
は
メ
ー
ル
に

て
返
信
し
て
い
る
。
ま

た
、
住
所
、
氏
名
等
の
記

入
の
な
い
「
ひ
ま
わ
り
直

行
便
」
に
つ
い
て
も
、
担

当
課
と
し
て
の
今
後
の
対

応
を
ま
と
め
総
務
広
報
課

に
提
出
し
、
そ
の
後
、
私

ま
で
回
覧
し
て
、
年
２

回
、「
広
報
な
か
や
ま
」

へ
掲
載
す
る
形
で
回
答
し

て
い
る
。

　
地
域
の
課
題
や
町
民
の

ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い

る
が
、
今
後
も
引
き
続

き
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
意

見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

町
民
意
思
の
把
握
・
反
映

に
努
め
、
町
民
の
皆
さ
ま

と
共
に
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
す
す
め
て
い
く
。

た
の
は
８９
人
で
、
約
８０
％

で
あ
っ
た
。
ヘ
リ
コ
バ
ク

タ
ー
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
受

診
者
数
は
累
計
７
９
０
人

と
な
っ
て
い
る
。

問　
山
形
大
学
の
重
粒
子

線
治
療
の
適
応
症
は
。

町
長　
食
道
が
ん
・
肺
が

ん
・
肝
臓
が
ん
等
が
対
象

で
、
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

は
対
象
外
で
あ
る
。

問　
治
療
費
用
は
ど
の
く

ら
い
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。

町
長　

約
３
１
４
万
円

で
、
ほ
と
ん
ど
は
保
険
対

象
外
と
な
り
、
全
額
自
己

負
担
に
な
る
。

問　
重
粒
子
線
治
療
の
大

き
な
問
題
点
は
、
死
亡
原

因
の
１
位
、
２
位
を
占
め

る
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
に

使
え
な
い
こ
と
。
ま
た
、

自
己
負
担
が
３
０
０
万
円

以
上
と
い
う
こ
と
。
新
型

コ
ロ
ナ
で
の
死
亡
者
数
は

こ
れ
ま
で
１
３
７
４
人
だ

想
定
を
超
え
た
雨
量

で
、
最
上
川
の
水
位

が
過
去
最
高
位
を
記

録
し
、
石
子
沢
川
排

水
機
場
が
稼
働
し
て

か
ら
初
め
て
排
水
ポ

ン
プ
を
止
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
に

な
っ
た
。
改
め
て

「
石
子
沢
川
流
域
に

お
け
る
総
合
的
な
治

水
対
策
検
討
会
」
の

再
開
を
国
、
県
に
お

が
、
が
ん
死
亡
者
数
は
１

年
で
３７
万
人
と
な
っ
て
い

る
。
が
ん
は
コ
ロ
ナ
の
２

５
０
倍
も
の
方
が
亡
く

な
っ
て
い
る
。
町
民
が

も
っ
と
健
康
診
断
を
受
診

す
る
よ
う
対
策
を
講
じ
て

も
ら
い
た
い
。

健
康
福
祉
課
長 

今
後
受
診

率
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
努

力
し
て
い
く
。

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

土
の
う
袋
の
供
給
な
ど
、

町
と
し
て
で
き
る
支
援
を

行
い
、
地
区
と
協
力
し
な

が
ら
防
災
の
町
を
築
い
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
情
報
を
的
確
に
把
握

す
る
た
め
に
、
今
回
水
害

を
受
け
た
住
宅
で
、
戸
別

受
信
機
の
設
置
を
希
望
す

る
方
に
機
器
を
貸
与
し
て

は
ど
う
か
。

町
長　
高
齢
者
世
帯
に
対

す
る
貸
与
を
ま
ず
は
先
に

考
え
た
い
。

完
了
し
た
の
が
午
後
２
時

５０
分
だ
っ
た
。

問　
午
後
１
時
５０
分
に
斜

面
崩
壊
が
始
ま
っ
て
い
る

の
に
、
そ
れ
か
ら
２
時
間

な
ぜ
避
難
さ
せ
な
か
っ
た

の
か
。
９
年
前
、
東
日
本

大
震
災
時
の
、
石
巻
市
立

大
川
小
学
校
の
判
断
ミ
ス

の
経
験
が
生
か
さ
れ
て
な

い
。
町
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
の
一
斉
避
難
等
は
考
え

な
か
っ
た
の
か
。

教
育
長　

町
の
バ
ス
で
の

一
斉
避
難
等
は
想
定
し
て

い
な
い
。

最
後
に
一
言　

１２
月
の
一

般
質
問
で
も
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

冠水した、あおば地区内（７月２９日午前６時頃）

私たちの「生の声」
豊田小学校に向かって崩れる土砂

　町民の健康維持について　町民の健康維持について

問　
「
中
山
町
地
域
防
災

計
画
」
の
中
で
、
対
応
に

落
ち
度
が
あ
っ
た
箇
所
や

実
行
で
き
な
か
っ
た
箇
所

は
あ
る
か
。

町
長　
①
道
路
冠
水
の
た

め
に
避
難
経
路
が
確
保
で

き
な
か
っ
た
。
②
避
難
情

報
を
発
令
す
る
に
あ
た
り
、

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
べ
き

で
あ
っ
た
が
鳴
ら
さ
な

か
っ
た
。
③
必
要
物
資
が

各
々
の
避
難
所
に
保
管
で

き
て
い
な
か
っ
た
。
④
消

願
い
し
、
ダ
ム
や
貯
水
池

も
含
め
、
総
合
的
な
対
策

に
つ
い
て
再
度
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
あ
お
ば
公
園
の
一
角

に
防
災
倉
庫
を
設
置
し
、

土
の
う
を
常
時
格
納
し
て

は
ど
う
か
。

町
長　
あ
お
ば
地
区
に
限

ら
ず
、
土
の
う
の
供
給
体

制
を
整
備
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

あ
お
ば
地
区
と
し
て
地
域

を
守
る
た
め
、
自
主
防
災

活
動
で
行
っ
て
い
た
だ
く
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一般質問

夛
た

田
だ

 慎
しん

二
じ

 議員

一般質問

佐
さ

東
とう

 幸
こう

治
じ

 議員

７月豪雨災害７月豪雨災害
� どう対応したのか� どう対応したのか

　町民の生命・財産を　町民の生命・財産を
　　　　　　　どう守る　　　　　　　どう守る

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
や
す
く

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
や
す
く

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
は

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
は

明
る
い
未
来
へ
の
行
政
改
革

明
る
い
未
来
へ
の
行
政
改
革

問　
中
山
町
防
災
行
政
無

線
と
関
連
し
て
、「
中
山

町
職
員
初
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
改
正
と
、
よ
り
具

体
的
な
「
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
が
必
要
と
考

え
る
が
、
そ
の
策
定
計
画

は
あ
る
の
か
。

町
長　
今
回
の
災
害
で
判

明
し
た
課
題
の
解
決
に
向

け
て
、
各
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

改
正
と
新
設
は
必
要
で
あ

り
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
大
規
模
災
害
に
備
え

た
、
新
た
な
避
難
場
所
の

選
定
お
よ
び
新
設
の
考
え

は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
仮

設
住
宅
が
必
要
に
な
っ
た

問　
７
月
豪
雨
で
、
ペ
ッ

ト
を
連
れ
て
避
難
さ
れ
た

方
へ
は
、
ど
う
い
っ
た
対

応
を
し
た
の
か
。

町
長　
多
く
の
方
が
避
難

し
て
く
る
状
況
の
中
で
、

区
分
け
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
車
の

中
に
留
ま
っ
て
い
た
だ
い

た
。

問　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
ニ
ー
ズ
調
査

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の

か
。

町
長　
あ
お
ば
、
元
町
、

上
町
、
新
町
に
チ
ラ
シ
を

配
布
し
て
ニ
ー
ズ
調
査
を

問　
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
ど
の
よ
う
に
運
用
し

て
い
る
の
か
。

町
長　

職
員
が
誰
で
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
各
課
、
各
担

当
が
随
時
必
要
な
情
報
を

作
成
し
、
発
信
で
き
る
体

制
と
な
っ
て
い
る
。

問　
「
中
山
町
行
政
改
革

大
綱
」
と
、
そ
の
実
行
計

画
で
あ
る
「
中
山
町
行
政

改
革
実
施
計
画
」
は
今
年

度
が
４
か
年
計
画
の
最
終

年
度
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
成
果
の
分
析
と
評
価
を

厳
密
に
行
い
、
公
表
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

町
長　
行
政
改
革
実
施
計

画
で
設
定
し
て
い
る
成
果

指
標
な
ど
を
基
に
、
成
果

の
分
析
を
行
い
、
町
民
に

公
表
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問　
「
中
山
町
行
政
改
革

実
施
計
画
」
に
沿
っ
て
、

よ
り
重
要
な
課
題
と
事
業

に
取
り
組
む
た
め
に
、
評

価
の
低
い
事
業
に
関
し
て

問　
新
着
情
報
が
時
系
列

順
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

の
は
、
な
ぜ
か
。

町
長　
新
着
情
報
は
、
時

系
列
に
重
要
度
を
加
味
し

た
並
び
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
必
ず
し
も
最
新
情
報

が
一
番
上
に
表
示
さ
れ
て

い
な
い
場
合
が
あ
る
。
記

事
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
方
の

実
施
し
た
。
ニ
ー
ズ
票
の

提
出
が
あ
っ
た
の
は
５
件

で
、
大
き
な
家
具
の
移
動

な
ど
の
作
業
へ
の
要
請

だ
っ
た
。

場
合
、
建
設
候
補
地
は
ど

こ
か
。

町
長　
町
内
の
主
要
な
公

共
施
設
は
避
難
場
所
と

な
っ
て
お
り
、
新
設
は
難

し
い
。

　
学
校
の
体
育
館
だ
け
で

は
な
く
、
教
室
部
分
の
活

用
も
考
え
て
い
る
。
た
だ

し
、
避
難
場
所
が
拡
大
し

た
場
合
は
、
町
民
の
協
力

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

の
新
た
な
施
設
に
は
、
防

犯
拠
点
機
能
や
避
難
所
機

能
を
確
保
し
た
整
備
を
目

指
し
て
お
り
、
今
後
具
体

的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
「
第
６
次
中
山
町
総
合

計
画
」に
つ
い
て
は
、「
み

ん
な
が
安
心
・
安
全
・
快

適
に
住
み
続
け
ら
れ
る
ま

ち
」
を
基
本
理
念
の
一
つ

と
し
て
、
防
災
・
減
災
な

ど
の
観
点
も
含
め
、
ま
ち

づ
く
り
の
総
合
的
な
計
画

と
し
て
今
年
度
中
に
基
本

計
画
案
の
策
定
を
予
定
し

て
い
る
。

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用

し
た
イ
ベ
ン
ト
、
振
興
策

は
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
日
本
三
大
芋
煮
連

絡
協
議
会
を
組
織
し
て
い

る
愛
媛
県
大
洲
市
・
島
根

県
津
和
野
町
と
連
携
し
た

「○
まる

っと」や「足湯」など、町民
にとって身近な施設の改修な
どを優先すべきではないか。

「中山町職員初動マニュアル」より

イベントで使われるレトルト芋煮（日本三大芋煮ロゴ入り）

ボランティアの皆さん、ありがとうございました。

問　
今
年
度
は
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
来

年
度
に
つ
い
て
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

町
長　
次
年
度
を
含
め
た

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に

つ
い
て
は
、
状
況
の
許
す

限
り
開
催
し
て
い
た
だ
き

オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー

を
企
画
し
て
い
る
。

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
、
山
形
駅
か
ら

当
町
へ
の
移
動
、
柏
倉
家

住
宅
の
観
覧
、
当
町
の
特

産
品
を
味
わ
う
「
オ
ン
ラ

イ
ン
芋
煮
会
」
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
行
程
を
計

画
し
て
い
る
。

目
に
触
れ
て
ほ
し
い
等
の

意
図
か
ら
、
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
の
上
位
の
方
に
表
示
さ

れ
る
よ
う
、
重
要
度
を
高

く
設
定
す
る
な
ど
、
各
担

当
課
で
決
定
し
て
い
る
。

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
方
々
の
い
ろ

い
ろ
な
意
見
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
、
見
や
す
い
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
り
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

は
、
見
直
し
や
廃
止
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長　
事
業
の
優
先
度
を

考
慮
し
た
予
算
編
成
を
行

い
、
新
た
な
事
業
計
画
や

既
存
事
業
の
見
直
し
、
一

部
廃
止
を
含
め
改
善
を
進

め
て
い
る
。

問　
「
人
事
評
価
制
度
」

に
つ
い
て
、
人
事
評
価
結

果
に
基
づ
く
給
与
へ
の
反

映
を
提
案
す
る
。

町
長　
「
評
価
の
公
平
性

の
確
保
」「
評
価
手
法
や

運
用
方
法
の
確
立
」
な
ど

の
課
題
も
あ
り
、
今
後

は
、
す
で
に
実
施
し
て
い

る
市
町
村
の
情
報
収
集
や

研
修
な
ど
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
限
ら
れ
た
財
源
・
人
的

資
源
の
な
か
で
、
業
務
の

効
率
化
を
図
り
、
最
大
限

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
行
え

る
よ
う
努
め
る
。

　

仮
設
住
宅
に
つ
い
て

は
、
な
か
や
ま
保
育
園
の

西
側
の
土
地
と
、
町
営
中

原
団
地
の
跡
地
と
い
っ
た

町
有
地
を
想
定
し
て
い
る
。

問　
以
前
発
表
し
た
町
施

設
移
築
構
想
と
合
わ
せ

て
、「
中
山
町
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」「
立

地
適
正
化
計
画
」
を
防
災

の
観
点
か
ら
見
直
す
べ
き

で
は
な
い
か
。ま
た
、「
第

６
次
中
山
町
総
合
計
画
」

に
反
映
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

町
長　
町
施
設
移
築
構
想
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中山町内の雨量
・最上川長崎水位観測所 雨量計 154.0㎜（27日～29日）
・役場庁舎 雨量計　　　　 125.5㎜（28日 24時間）
〔１時間あたり最大雨量　　　 　　20.0㎜（28日 12時～13時）〕

中山町内に降った雨は、
ほとんどが古川水門を経て
最上川へ!!

中山町内に降った雨は、
ほとんどが古川水門を経て
最上川へ!!

国土交通省
白鷹雨量観測所

260㎜

米沢市 129㎜

山形市

150

～

200
㎜

奥
羽
山
系
　

Ｎ

不動沢川不動沢川
古川水門古川水門

最上川最上川

最上川最上川 古川古川

石子沢川石子沢川
新堀川新堀川

立谷川立谷川

落合落合

馬見ヶ崎川馬見ヶ崎川

須川須川

中山町中山町

一般質問

鎌
かま

上
かみ

　徹
とおる

 議員

一般質問

村
むら

山
やま

　隆
たかし

 議員

西部地区中山間地域を西部地区中山間地域を
　　　　　災害から守れ　　　　　災害から守れ

豪雨災害豪雨災害
　　情報は正しく伝達されたか？情報は正しく伝達されたか？

あ
の
質
問
は
ど
う
な
っ
た
？

あ
の
質
問
は
ど
う
な
っ
た
？

問　
降
雨
の
状
況
と
各
地

の
総
雨
量
は
。

町
長　
山
形
地
方
気
象
台

の
山
形
県
災
害
時
気
象
資

料
に
よ
れ
ば
、
７
月
２６
日

か
ら
２９
日
ま
で
の
総
降
雨

量
は
、
県
南
地
域
の
米
沢

市
で
１
２
９
㎜
、
奥
羽
山

脈
は
１
５
０
㎜
か
ら
２
０

０
㎜
の
間
と
な
っ
た
。
中

山
町
内
に
つ
い
て
は
、
最

上
川
長
崎
水
位
観
測
所
の

雨
量
計
に
よ
れ
ば
、
同
じ

期
間
で
１
５
４
㎜
と
な
っ

た
。
な
お
、
役
場
庁
舎
雨

量
計
の
観
測
で
は
、
２８
日

２４
時
間
で
の
降
雨
量
は
１

２
５
・
５
㎜
で
、
１２
時
か

ら
１３
時
ま
で
の
１
時
間
に

問　
大
江
町
で
は
、
町
単

独
の
農
地
等
の
災
害
補
助

金
が
あ
る
が
、
中
山
町
で

も
同
様
の
補
助
金
は
考
え

て
い
な
い
の
か
。

町
長　
当
町
で
は
大
江
町

の
よ
う
な
災
害
復
旧
補
助

制
度
は
設
け
て
い
な
い

が
、「
中
山
町
農
地
、
農

業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

費
分
担
金
徴
収
条
例
」
が

あ
り
、
現
在
は
対
応
し
て

い
る
。
今
後
は
町
が
行
う

事
業
だ
け
で
は
な
く
、
農

地
所
有
者
や
、
農
業
団
体

等
が
行
う
事
業
に
対
し
補

助
金
を
交
付
す
る
要
綱
を

整
備
し
、
迅
速
な
対
応

や
、
町
民
の
利
便
性
の
向

し
再
度
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問　
町
民
の
皆
さ
ん
が
、

安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
地
域
防
災
計
画
を
白

紙
状
態
か
ら
見
直
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長　
町
の
地
域
防
災
計

画
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

地
域
に
根
ざ
し
な
が
ら
見

直
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

ル
）
を
通
じ
て
町
内
全
域

に
発
信
し
た
。

問　
災
害
の
発
生
状
況
の

把
握
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

町
長　
建
設
課
の
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
、
産
業
振
興
課

に
よ
る
農
業
関
係
被
害
調

査
、
総
務
広
報
課
と
そ
の

ほ
か
の
課
の
職
員
に
よ
る

住
宅
の
浸
水
状
況
の
調
査

を
、
災
害
発
生
後
速
や
か

に
行
っ
た
。

問　
後
日
、
上
町
・
新
町

自
主
防
災
会
で
水
害
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
。
そ
の
中
で
、
屋
外
拡

声
機
が
聞
こ
え
な
か
っ

た
、
避
難
所
へ
行
く
に
も

通
行
止
め
の
箇
所
が
多
く

行
け
な
か
っ
た
、
排
水
機

場
の
情
報・知
識
が
な
い
、

わ
か
ら
な
い
、
ト
イ
レ
の

水
が
流
れ
な
い
、
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
た
。
こ
う

い
っ
た
声
を
理
解
し
て
い

る
の
か
。

建
設
課
長 

マ
ン
ホ
ー
ル

が
冠
水
し
た
と
こ
ろ
で
は

水
位
が
高
く
な
っ
て
お

り
、
水
が
流
れ
に
く
く

な
っ
て
い
た
た
め
、
水
の

使
用
を
控
え
る
よ
う
電
話

で
対
応
し
た
。

最
後
に
一
言　
町
は
８
月
３１

日
付
で
被
害
状
況
報
告
を

出
し
て
い
る
が
、
被
害
の

実
態
と
は
か
な
り
の
相
違

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
今

回
の
水
害
の
検
証
を
正
し

く
行
い
、
次
な
る
防
災
へ

向
け
て
万
全
な
対
策
を

取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

上
を
図
る
と
と
も
に
、
町

民
の
負
担
を
減
ら
せ
る
よ

う
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
町
内
の
中
山
間
地
域

の
荒
廃
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
町
が
積
極
的
に
地
域

と
連
携
し
て
、
管
理
・
整

備
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長　
中
山
間
地
域
の
耕

作
地
対
策
と
し
て
、
平
成

２０
㎜
の
降
雨
量
を
観
測
し

て
い
る
。

問　
最
上
川
上
流
、
須
川

水
系
と
も
に
大
雨
で
、
両

河
川
が
合
流
す
る
中
山
町

で
は
、
洪
水
に
対
す
る
最

大
限
の
注
意
が
必
要
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
町
の

対
応
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

町
長　
気
象
台
や
県
か
ら

は
午
前
９
時
３７
分
の
大
雨

警
報
（
土
砂
災
害
）
を
は

じ
め
、
次
々
と
警
報
が
発

表
さ
れ
た
。
町
と
し
て
は

そ
の
都
度
、
災
害
本
部
の

設
置
を
は
じ
め
、
避
難
勧

告
、
避
難
指
示
、
そ
し
て

午
後
６
時
２０
分
に
災
害
発

生
情
報
（
レ
ベ
ル
５
）
ま

で
段
階
的
に
警
報
を
発

令
、
町
民
に
情
報
を
伝
達

し
て
い
る
。

問　
気
象
庁
発
令
の
大
雨

警
報
や
、
町
に
よ
る
避
難

勧
告
・
避
難
指
示
な
ど
、

多
く
の
情
報
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
な
方

問　
石
子
沢
川
等
の
流
域

に
つ
い
て
は
、
想
定
雨
量

を
超
え
た
雨
が
降
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
県
に
対

し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
砂

防
ダ
ム
や
、
遊
水
池
な
ど

を
提
案
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長　
今
回
は
土
石
流
の

被
害
で
は
な
く
、
雨
量
の

多
さ
が
原
因
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
、
石
子
沢
川
流

域
に
お
け
る
「
総
合
的
な

治
水
対
策
検
討
会
」
の
再

開
を
、
国
、
県
に
お
願
い

法
で
町
民
に
伝
達
さ
れ
た

の
か
。

町
長　
町
は
午
後
３
時
３０

分
に
避
難
勧
告
を
町
内
全

域
に
発
令
、
午
後
５
時
５０

分
に
は
避
難
指
示
を
町
内

全
域
に
発
令
し
た
。
ま
た

石
子
沢
川
排
水
機
場
の
排

水
ポ
ン
プ
の
停
止
に
伴

い
、
内
水
氾
濫
の
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
午
後

６
時
２０
分
に
最
大
の
レ
ベ

ル
５
に
当
た
る
災
害
発
生

情
報
を
発
令
、
防
災
行
政

無
線
（
屋
外
拡
声
子
局
、

戸
別
受
信
機
、
ス
マ
ホ
ア

プ
リ
、
緊
急
速
報
メ
ー 地区役員で行った応急処置

山形県内陸（南部・中央部）の雨が、長崎（落合）で一つに!!

１３
年
度
よ
り
、
金
沢
・
柳

沢
・
土
橋
・
岡
・
小
塩
の

５
集
落
と
個
別
に
協
定
を

結
び
、
農
地
の
維
持
管
理

を
各
集
落
が
行
っ
て
き

た
。
現
在
は
高
齢
化
に
伴

い
、
２
集
落
で
の
取
り
組

み
と
な
っ
て
い
る
が
、
国

の
動
き
を
注
視
し
な
が

ら
、
町
農
業
委
員
会
や
地

区
、
農
家
と
連
携
を
図

り
、
管
理
・
整
備
の
仕
方

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

一
般
質
問
に
お
い

て
、
町
か
ら
「
検
討
し
ま

す
」
と
の
回
答
の
場
合
、

そ
の
後
、
ど
の
よ
う
に
検

討
さ
れ
た
の
か
、
定
期
的

に
経
過
を
報
告
し
て
も
ら

い
た
い
。
議
会
も
町
当
局

も
、
町
民
へ
の
説
明
責
任

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
「
検
討
」
の
中
に

は
、
す
ぐ
に
取
り
組
ん
だ

も
の
や
、
他
市
町
村
の
事

例
な
ど
を
踏
ま
え
、
検
討

を
重
ね
て
、
翌
年
の
予
算

に
計
上
し
た
も
の
、
時
間

を
か
け
検
討
し
て
い
る
も

の
な
ど
が
あ
る
。
今
後
は

適
時
、
議
会
に
も
報
告
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。
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議第５５号 あおば地区の水害対策に関する意見書の提出について
　　受理年月日：令和２年８月３１日　
　　請　願　者：あおば自主防災会　会長　後藤勇三郎　　紹介議員：佐竹英規

議第５３号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の
急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書
の提出について

　全国町村議会議長会からの意見書提出の求めにより、町議会としてこれに賛同するため、意見書
提出にかかる決議を行い、全会一致で可決しました。

あおば地区の水害対策に関する意見書
　令和２年７月２８日に、前日から降り続く豪雨のため、あおば地区を流れる一級河川石子沢川が増水し、
当該地区内外で多数の被害が発生した。
　当該地区は、平成１４年度に土地区画整理事業が竣工し、住家数も２００軒を超える住宅地になったが、こ
れまで数度の石子沢川の増水により、地区住民の不安が募っていた。この状況下、この度住家への浸水被
害が発生したことは、当該地区が今後予期される豪雨によって、安心安全な生活環境がその度に脅かされ
るものと言える。
　被害を発生させた石子沢川は山辺町鳥海山を源として、町西部の山々や各集落に降る雨水と最上堰が広
大な田地に供給するかんがい用水、そして町中心部の居住地への降雨等々を一同に集め、下流域のあおば
地区を通って最上川に合流している。
　今回の内水氾濫により、家屋に浸水被害が及んだ原因について、充分な検証がなされる必要があるが、
大きな要因として、この地区の北部を流れる最上川が豪雨により増水し、長崎水位観測所において氾濫危
険水位を超えたため、国土交通省山形河川国道事務所において、石子沢川排水機場の排水ポンプを停止し
たことが挙げられる。
　排水ポンプの稼働停止後は、石子沢川の水が瞬く間に当該地区内に流れ込み、床上や床下浸水、車両水
没等の被害が発生した。また、県道は冠水し翌日昼頃まで通行不能となり、当該地区の町道の約３分の２
が冠水した。県道の冠水は平成２５年、２６年にもあり、通行が規制されている。
　平成２７年６月には町において、当該地区の石子沢川沿いの町道の縁に土嚢を施工したが、今回の増水は
それをはるかに上回った。
　ついては、当該地区を水害から守り、安心安全な生活環境が末永く維持できるよう、下記の措置を講じ
られることを強く要請する。

記
１　石子沢川排水機場の排水ポンプの排水性能の増強を行うこと。
２　あおば地区内における石子沢川左岸に盛土をして堤体を造成すること。
３‌�　石子沢川の川床の土砂の除去又は浚渫をして、流路の障害となる雑草等が生えないように整備すること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　　令和２年９月１８日
　国土交通大臣　　　　　　　　　　赤　羽　一　嘉 様
　国土交通省東北地方整備局長　　　梅　野　修　一 様
　国土交通省山形河川国道事務所長　竹　下　正　一 様
　山形県知事　　　　　　　　　　　吉　村　美栄子 様
� 山形県東村山郡中山町議会議長　堀　川　政　美　

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し
地方税財源の確保を求める意見書　　　　　　　　　　　　　　　　

　新型コロナウイルス感染症の拡大は、甚大な経済的・社会的影響をもたらしており、国民生活の不安が
続いている中で、地方税・地方交付税等の一般財源の激減が避けがたくなっている。
　地方自治体は、福祉・医療、教育・子育て、防災・減災、地方創生、地域経済活性化、雇用対策など喫
緊の財政需要への対応をはじめ、長期化する感染症対策にも迫られ、今後の地方財政は、かつてない厳し
い状況になることが予想される。
　よって、国においては、令和３年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現され
るよう、強く要望する。

記
１‌�　地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税等の一般財源総額を確保・充実すること。その

際、臨時財政対策債が累積することのないよう、発行額の縮減に努めるとともに、償還財源を確保する
こと。

２‌�　地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能が適切に発揮できるよう、総額を確保
すること。

３‌�　令和２年度の地方税収が大幅に減少することが予想されることから、万全の減収補填措置を講じると
ともに、減収補填債の対象となる税目についても地方消費税を含め弾力的に対応すること。

４‌�　税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税・地方税の政策税
制については、積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・継続に当たっては、有効性・緊急性等を厳格
に判断すること。

５‌�　特に固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは、家屋・償
却資産を含め、断じて行わないこと。また、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として講じられ
た特例措置は、本来国庫補助金等により対応すべきものであり、今回限りの措置として、期限の到来を
もって確実に終了すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　　令和２年９月１８日
　衆 議 院 議 長　　大　島　理　森 様
　参 議 院 議 長　　山　東　昭　子 様
　内 閣 総 理 大 臣　　菅　　　義　偉 様
　財 務 大 臣　　麻　生　太　郎 様
　総 務 大 臣　　武　田　良　太 様
　厚 生 労 働 大 臣　　田　村　憲　久 様
　経 済 産 業 大 臣　　梶　山　弘　志 様
　内 閣 官 房 長 官　　加　藤　勝　信 様
　経 済 再 生 担 当 大 臣　　西　村　康　稔 様
　まち・ひと・しごと創生担当大臣　　坂　本　哲　志 様
� 山形県東村山郡中山町議会議長　堀　川　政　美　

請願と陳情（要望） 意 見 書９月定例会では２件の請願が提出されました。 全国町村議会議長会の依頼により、意見書を提出しました。

採
択

◦‌�請願受理番号第２号「教員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書提出を求め
る請願」については、総務文教常任委員会で審査が行われ、継続審査となりました。

　　受理年月日：令和２年８月２４日
　　請　願　者：山形県教職員組合山形地区支部　代表　東海林　仁　　紹介議員：村山　　隆
◦‌�請願受理番号第３号「あおば地区の水害対策に関する請願について」は、厚生産業常任委員会お

よび本会議において採択となったことから、議第５５号として以下のとおり議案が提出され、全会
一致で可決しました。
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町長へ要望書を提出

一般公開へのオープニングセレモニー

議 会 活 動 報 告議 会 活 動 報 告
先の見えない新型コロナウイルス感染症との戦い

新型コロナウイルス感染症対策特別委員会（委員長：鎌上　徹）
柏倉家住宅一般公開ようやくスタート

柏倉家住宅保存・利活用特別委員会報告（委員長：佐竹英規）
　７月１０日にオープニングセレモニーが行われ、感染症対策を実
施しながら、一般公開を開始しました。公開後の入館者数は、九
左衛門家が７月に６９２人、８月に１８６人、惣右衛門家が７月に４８０
人、８月に１４３人となっています。ぜひ一度ご覧ください。

　８月４日、３回目の特別委員会が開催されました。町当局より「新型コロナウイルス感染症対策関
連事業」の進捗状況について説明を受け、質疑を行った後、町長に対する第３回目の要望書の検討を

災害対応を早急に
治山・治水特別委員会活動報告（委員長：佐東幸治）

　８月４日、豪雨災害へ早急に対応するため、治山・治水特別委員会が臨時開催されました。委員会
では、町民が困っていること、必要としているものなど、各議員が集めた情報を９項目に取りまとめ、
町長に対し緊急要望書を提出しました。要望内容は次のとおりです。

７月２８日の大雨による災害に関する緊急要望書
要　望　内　容 町　の　対　応

１ 災害被害の徹底的な調査による全容把握。 早急に実施

２ 被災した町民が欲しい災害対応の情報について、早期に取りこぼしの
ない情報発信。 早急に実施

３ 被災世帯に消毒液の配布と水道料減免など。 消毒液の配布は即実施

４ 浸水被害者に「ひまわり温泉ゆ・ら・ら」の入浴を無料にする支援を行
うこと。 即実施

５ 石子沢川の溢水および護岸損壊等、国・県等と連携・協力し、今後の
対策に万全を期すこと。 早急に対策の検討

６ 農作物や農業施設への被害を早急に把握し、復旧を円滑に進めること。 早急に実施

７
河川や道路、山林等の早期点検と通行不能箇所へ、緊急に応急措置を
行うこと。また、早急に災害復旧計画を策定し、町議会治山・治水特
別委員会に提示すること。

点検は即実施
災害復旧計画は８月３０日全員
協議会で提示

８
中山町地域防災計画や中山町職員初動マニュアル等の見直し、また、
避難所設営および運営に関して、新型コロナウイルス感染拡大を防ぐ
ための、対策および必要備品等の整備を早急に行うこと。

防災計画や職員初動マニュア
ル等の見直しは検討課題
また、避難所の必要備品等の
整備は９月議会で予算可決

９ 災害時の情報伝達手段としての防災行政無線等の機能を最大限に活用
すること。 活用の再確認を実施

　７月３１日、山形広域環境事務組合議会定例会が開催されました。議事に先立ち、議長・副議長の選
挙が行われ、いずれも指名推薦により、丸子善弘議長（山形市）、佐藤光義副議長（上山市）を再び選
任しました。また、任期満了に伴い、新監査委員として、遠藤真由美議員（山辺町）を選任しました。
◦そのほか、以下の議案４件について、いずれも原案のとおり可決されました。
 １．令和元年度歳入歳出決算の認定について
　  歳入総額は２９億４６３万５９４円、歳出総額は２７億１９８４万７７６７円となり、残額１億８４７８万２８２７円を翌年度へ繰越しました。
 ２．半郷清掃工場解体撤去工事について
　  千歳建設・愛和建設建設工事共同企業体と、８億８９７７万６８００円で請負契約を締結しました。
 ３．立谷川リサイクルセンター破砕設備改修工事について
　  １億８３１５万円で、メタウォーター（株）と請負契約を締結しました。
 ４．山形広域環境事務組合情報公開・個人情報保護審議会委員（５名）の任期満了に伴う改選について

令和元年度決算を認定 歳出総額２７億１９８４万円に
山形広域環境事務組合議会報告

令和元年度　旧柏倉家住宅関係決算� （単位：千円）

事業名 内　容 予算額 決算額 不用額
財　　源　　内　　訳

地方創生
推 進
交 付 金

企 業 版
ふるさと
納 税

ふるさと
応援基金
繰 入 金

一般財源

施設管理事業
建物や庭園の維持管理
重要文化財指定記念シン
ポジウムの開催

９，７４１ ７，６４６ ２，０９５ ２，６７０ ２，４１９ ２，５５７

修 繕 事 業 維持・管理に関する修繕 １，１３９ ９７０ １６９ ９２０ ５０

公 開 事 業 敷地内誘導看板等
樹木粉砕機、除雪機等 １６，００８ ９，９７７ ６，０３１ ３，９６４ ３，２０１ ２，８１２

施設整備事業 下長屋および下便所の改装工事等 ３４，０６２ ２４，３５２ ９，７１０ １０，２４１ ５，５８０ ２，５８９ ５，９４２
合　　計 ６０，９５０ ４２，９４５ １８，００５ １６，８７５ １１，２００ ３，５０９ １１，３６１

行いました。
　委員会の中で検討した結果、１０項目におよぶ要望をまとめ、
町長に対して要望書を提出しました。
　また、８月２５日、４回目の特別委員会が開催され、新型コロ
ナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業（２次申請分）

（案）について町当局より説明を受けました。このたびの事業案
には、前回８月４日に議会より提出した要望も含まれており、
新型コロナウイルス感染症の影響により困窮している方々に対
して、少しでも助けになればと思います。（⇒関連記事Ｐ９）

　９月１１日、第１７回柏倉家住宅保存・利活用特別委員会が開催さ
れました。
　委員会では、令和元年度事業の説明と決算の報告および、令和２年度事業の実施状況や、今後の予
定等について話し合いが行われました。今年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、紅花まつりな
どは中止となりましたが、紅花畑は見学開放され、多くの方が観賞に訪れました。また、ひなまつり
については、来年３月上旬に感染症対策を講じた上で、開催を検討しているとの報告がありました。
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狩猟に使われる箱わな。今年は４頭を捕獲しました。

鈴木さん、ありがとうございました。
（令和２年９月１１日 取材）
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　中山町と寒河江市の間を流れる最上川に架

かるこの橋梁は、現役で活躍する国内最古の

鉄道橋で、日本の近代土木遺産にも選ばれて

います。� （⇒詳しくはＰ１０へ）

　また、月山・最上川・国内最古の橋梁を一

度に楽しめる景観は、県が実施している、「や

まがた景観物語 おすすめビューポイント」

にも選ばれています。

撮影：佐東幸治（2020.6.１７）撮影：佐東幸治（2020.6.１７）

一世紀を越えてなお、一世紀を越えてなお、
力強く左沢線を支えます力強く左沢線を支えます

国内最古の鉄道橋国内最古の鉄道橋

ふるさと
シリーズ

再発見

！
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が
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猪
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だ
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の
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で
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行
動
す
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で
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に
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組
み
ま
し
ょ
う
。 金沢地区在住

すもも農家・狩猟家

鈴
すずき
木 豊

とよひろ
博さん（２９歳）

プロフィール

　豊田小学校、中山中学校を卒業。
　高校卒業後、県内企業に勤め、その後 
祖父の代から営んでいた園地を継ぎ、果樹
経営をしながら、狩猟家として活動を行っ
ている。

　「議会だより」を町民の皆さまに興味を持って読んでも
らえる内容にするため、感想・意見をいただいている「広
報モニター」の声をご紹介します。

　今回もたくさんの声をお寄せいただきありがとうございました。ご指摘のあった件については
検討させていただきます。
　ご意見、要望等ありましたら、どなたでもお気軽にご連絡ください。

連 絡 先

◦‌�月山、最上川、橋梁、列車、素晴らしい景観です。

◦‌�表紙全体の構成を考えてください。

◦‌�新型コロナ対策の特別委員会など、議員の皆さんの熱意ある対
応が感じられました。

◦‌�活字を大きくしてもらいたい。

◦‌�町民が不安視している中、町議会の動きが見え良かった。

◦‌�モニターの声を掲載する必要性はあるのか。年度末にまとめて
掲載し、あわせて修正点を明示しては。

第14号から

TEL：０２３-６６２-４３７０　 FAX：０２３-６６２-２５３８
Eメール：gikai@town.nakayama.yamagata.jpな

か

やま
議会だよりモニター

随時
募集中

今号の表紙 度
た び

重
か さ

なる水害の教訓からふるさと
シリーズ

再発見
！ 　大正５年、最上堰管内の耕地整理が実施されると同時

に、最上川からの逆流防止のため、新堀川落ち口（現在
の天性寺西側）に水門が造られました（右写真）。それま

では、町南部の耕地や住宅地はたびたび浸水被害に見舞われてい
ましたが、この水門ができたことにより水害は減少しました。
　その後、大規模な河川改修が行われ、昭和４５年に現在の「古川
水門」が完成したことに伴い、大正時代から中山町を守ってきた
この水門は役目を終え取り壊されましたが、上部構造は最上堰土
地改良区事務所敷地内に移設され、貴重な防災遺産として、現在
も保存されています。

表紙シリーズ「ふるさと再発見！」では、地元の人しか知らない、知っているけれど見たことがない、そんな風景・
造形・自然などを紹介しています。地域の隠れた魅力、自慢の風景など、紹介したい場所や物がある方は、町議会
事務局（☎023-662-4370）まで、お気軽にご連絡ください。

イベントイベント情報今回、諸般の事情により　　　　　　　　　は休載いたします。
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（写真提供：中山町郷土研究会）
新堀川落ち口　通称「逆水門」

お気軽にお越しください。

お問い合わせ：中山町議会事務局 ☎023-662-4370

みんなの議会 傍聴しませんかみんなの議会 傍聴しませんか
の予定です。1212月月99日（水）〜日（水）〜１1１1日（金）日（金）次回の定例会は
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なかやま
芸術文化

②

探訪記
連載シリーズ 　中山町町民憲章の中から、「教養をたかめ スポー

ツにしたしみ 文化の町をつくりましょう」の一文
をテーマに、中山町芸術文化協会の皆さまをご紹介
します。名付けて「なかやま 芸術文化探訪記」。
　全２０団体のうち、第７回は新舞踊と民謡の２団体
をご紹介します。

竹
ちく

志
し

乃
の

会
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２８
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観
測
史
上
最
高
の
記
録
で
あ

り
、
町
内
に
も
大
き
な
傷
跡
を

残
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
被

災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
災
害
は
私
た
ち
議
会
に

と
っ
て
も
大
き
な
衝
撃
で
あ
り

ま
し
た
。

　
第
１５
号
「
な
か
や
ま
議
会
だ

よ
り
」
で
は
、
災
害
に
関
す
る

特
集
を
組
み
、
災
害
対
策
の
流

れ
が
、
わ
か
り
や
す
く
伝
わ
る

よ
う
に
心
掛
け
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
災
害
に
対
す
る
課

題
解
決
に
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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なかやま議会だより
No.1５

　当会は、創作日本舞踊華
はなぞのりゅう

園 流山形支部「竹志乃会」とし
て、新舞踊、民謡舞踊、童謡舞踊、そして健康体操なども取
り入れながら、各地区の公民館で稽古をしています。
　また、お楽しみ会として、そば打ちや手芸、折紙教室、ち
ぎり絵と、皆でおしゃべりしながらストレス解消しています。

代表者：五
い が ら し

十嵐 秀
しゅう

菊
ぎく

　 会員数：１５名　 問合せ：☎ 023（６６２）２９５１

代表者：大
おお

川
かわ

久
ひさ

子
こ

　 会員数：２０名　 問合せ：☎ 023（６６２）３２４７

新舞踊

第7回

秀
しゅうぎくかい

菊会
　民謡は心の唄、心のやすらぎでもあります。民衆の生活のなかで生まれ
育った唄であり、生活が複雑化し変化のテンポが早くなるにつれて、人々
は動から静、静から動へ感覚的な精神的やすらぎを希求するものです。日

民謡

を培うものであり、心の糧として欠くことのできない芸術であると思います。
　今年度は新型コロナ感染予防のため、民謡大会やあらゆるイベントが中止にな
りましたが、来年に向けて精進していきたいと思います。

　興味のある方は、私たちと一緒に
活動してみませんか。お待ちしてい
ます。

主な活動内容：‌�山形刑務所民謡教室と慰問、中山町いきいき教室、ゆ・ら・ら民謡歌謡ショー、
山形・上山・蔵王温泉盆踊り村山大会、山形県王座大会審査員、花笠まつ
り、東北絆まつり参加 など

主な活動内容：‌ �中山町芸文祭、ゆ・ら・ら風呂の日、元祖芋煮会in中山、福祉施設慰問、
各市町村イベントへの参加 など

家元と共演
浅草公会堂にて

ＴＵＹテレビ出演手芸教室

芸文祭

本民謡は人間の情感を高め、想像の夢を育て、豊かな人間性
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